


■高 頻 度 性 能：一般シャッターの設計耐用回数１万回開閉に対し、３０万回開閉。
■防 振 性 能：シャッター開閉時に建物の躯体に生じる振動を、一般シャッターに比べ７０％程度（社内比）低減。
　　　　　　　　　　（シャッター軸受用ブラケットは防振ゴム入り）

■シャッターカーテン：主にステンレス製パイプを使用。カーテンを構成するリンクの板厚は通常2㎜に対し3㎜のステンレス
　　　　　　　　材を使用し、パイプ端部には消音樹脂を取り付け、スムーズな動作に。

1

シャッターも性能で選ぶ時代!
抜群の耐久性、静かで振動も少なく、



安全性
信号灯

巻込み防止光電センサ

シャッター動作中、異常時及
び自動降下5秒前より赤点灯
に変わり、注意喚起します。
（通常は緑点灯）

レーザースキャナセンサ
（車両衝突予防機能）

シャッターより離れた位置（約
1,400mm）から侵入する車両など
を感知し、反転上昇して全開します。
※シャッターと公道との間にスペース
がない場合は、誤感知する可能性があ
るため設置できない場合があります。

ガイドレール上部の内・外観
2箇所に設置し、シャッターを
よじ登った人などを感知して
停止し、巻込みを防止します。

障害物感知用光電センサ
ガイドレール下部の内観1箇
所に設置し、障害物を感知す
ると反転上昇し全開します。

障害物感知装置付座板
シャッター閉鎖時、シャッ
ター最下部が障害物に
当たると反転上昇し全開
します。
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無線送信機
（オプション）

安全で豊かな暮らしを演出。

※障害物に急な傾斜があるなど、接地面の状態によって
は、障害物を感知できない場合があります。また、障害物
を感知して停止した場合でも座板重量により、障害物に
傷などをつける恐れがあります。



低振動・静粛性
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①手動運転モード
　一般シャッターのように、押しボタンスイッチまたはリモコンにより開閉操作をします。

②自動運転モード
　起動信号（押しボタンスイッチ、リモコン、ＥＴＣアンテナユニット等）により上昇し、開放後一定
   時間後に自動降下します。

③スケジュールタイマーモード（オプション）
　通勤時間帯など開閉頻度が多い時間帯をセットして開放状態にし、スムーズな出入りを実現します。
    それ以外は自動運転モードとなります。

④ＥＴＣ無線システム（オプション）
　車にＥＴＣ車載器があれば、登録車両のみ操作不要で出入り出来る。

ニーズに応える運転モード

消音ガイド付ガイドレール
耐摩耗性、潤滑性の優れた樹脂
（超高分子量ポリエチレン）をガ
イド樹脂としてガイドレールに使
用し、シャッターカーテンとの接
触による金属音を防止します。

シャッター
カーテン
シャッターカーテン
端部に消音樹脂を取
付け、レール底との
接触による金属音を
防止します。

低振動型ブラケット
防振ゴム入り専用ブラケットに
より、シャッター開閉時に建物の
躯体に伝わる振動を、一般シャッ
ターに比べ70％程度（社内比）
低減します。

カウンタ付
押しボタンスイッチ
このカウンタ付き押しボタンス
イッチで、容易に開閉回数が確
認できます。屋内・屋外兼用で高
頻度グリルシャッター専用品で
す。また、自動／手動切替スイッ
チにより、自動運転と手動運転
の切替えができます。

詳しくは「ETC無線システム」のカタログをご覧ください。

消音ガイド樹脂

防振ゴム

防振ゴム

消音
樹脂



起動信号（リモコン等）により、
シャッターが上昇し、上限で自動
停止します。

車がシャッターを通過。ガイド
レール下部の障害物感知用光電
センサ、またはレーザースキャナ
センサが車を感知するので、
シャッターは降下しません。

車が通過後、センサ感知がなく
なってから一定時間後（出荷時
30秒／ 0～60秒可変）シャッ
ターは自動降下します。
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自動運転モードの事例



通常の環境下で適切なメンテナンスを行えば、10年または30万回の耐久性を持ちます。
表はメンテナンス対応部品（修繕項目）の設計耐用年数または回数を示しています。

●性 能

●設 計 範 囲

■操作スイッチは押しボタンスイッチの他にオプションの無線装置（リモコン）、ETC無線システムもお選びいただけます。
■ETC無線システムは、車にETC車載器があれば登録車両のみ操作不要で出入りできます。

詳しくは「ETC無線システム」のカタログをご覧ください。
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高度な性能と耐久性を兼ね備えた、
グリルシャッターの決定版。

※末永く、かつ安全にご使用いただくためには、定期的な点検・部品交換が必
　要です。点検・部品交換費用に関しましては、長期修繕計画に織り込んでい
　ただき計画的に積み立てていただくことで急な出費をおさえることができます。



1日あたりの使用頻度より、本製品の開閉回数の目安を次に示します。なお、極度に開閉回数が多い
場合には、時間帯制限（通行が多い時間帯は常開にする）などにより、適切な開閉回数に設定されま
すようご配慮願います。

●開閉回数の設定

●周囲温度 : -10～40℃（但し結露なきこと）
●周囲湿度 : RH85%以下
●環境条件 : 沿岸部、化学工場などの腐食性環境を除きます。
●そ の 他 : 正常な使用方法でも、開閉回数を重ねるとシャッターカーテンやガイドレール、押しコロなどの
　　　　　　接触部では摩耗、傷、音が発生する場合があります。

●使用条件等

定期点検の必要性について
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高頻度・低振動グリルシャッターは、一般のシャッターより高度な特性を備えており、その性能を
長く維持していくためには定期点検が必要不可欠となります。定期点検を怠ると、機能低下や不
慮の事故、故障による不作動等で他人に損害を与える可能性があり、その場合、民法717条にお
いて責任を負わなければなりません。定期的な点検を実施することで、これらを予防することが
可能になります。末永く良い状態で使用していただくためにも、当社保守点検専門技術者が点検
と保守を行う定期点検契約をお願い致します。なお、定期点検は設置後2万回毎、もしくは6ヵ月
毎のどちらか先に経過する時点で実施致します。（詳細は当社担当者迄ご連絡ください）

《開閉回数または到達時期》
1日 6ヶ月

30回

50回

100回

5,400回

9,000回

18,000回

1年

10,800回

18,000回

36,000回

6万回

5年6ヶ月

3年3ヶ月

1年7ヶ月

12万回

11年1ヶ月

6年7ヶ月

3年3ヶ月

30万回

27年9ヶ月

16年7ヶ月

8年3ヶ月
注／開閉回数は、1往復（上昇・下降）を1回とカウントします。

高性能シャッターの定期点検について。



●納まり図
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本ケース納まり

天井納まり

施工スペース

まぐさ
座板詳細図

ガイドレール詳細図

■詳細図
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